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新潟砂丘における野菜生産農家の農業経営と土地利用

　　　　　　　　一新潟市内野上新町を事例として一

林　秀司

工　はじめに

　日本の海岸砂丘地は藩政時代にその固定がなさ

れ，特に明治期以来著しく開拓が進められた結果，

世界的にみれば他に類をみない集約的土地利用が

実施されてきた1）。しかしながら，日本の農業の

基盤は水田であり，海岸砂丘は長らく穀薮類の栽

培を主体とした低位生産地域にとどまっていた。

坂本2）はその原因を，農業経営の安定は水田経営

との結合によってもたらされる傾向があるにもか

かわらず，海岸砂丘地の集落は水田が少ない点，

海岸砂丘地の適作物が少ない点，潅概設備の充実

には様々な困難が伴う点，また，根本的には経営

の零細性ゆえに資本蓄積が小さい点に求めてい

る。しかしながら，潅概設備が普及してくると，

夏季の急激な地温の上昇などの砂地の利点を活用

した商業的農業がしだいに発展し，施設園芸が発

達する地域も現れた3）。本稿は，このような商業

的農業の一事例として，新潟砂丘における野菜生

産の状況について報告するものである。その際，

特に土地利用4）の状況と野菜生産農家の農業経営

のあり方に着目することとする。

皿　新潟砂丘における農業の概要

　新潟砂丘は，北東は村上市より南西は巻町にい

たる約80kmの海岸に発達した新潟県最大の砂丘

である。これはさらに信濃川によって北東の部分

と南西の部分に大きく分けられ，前者は北蒲原砂

丘，後者は西蒲原砂丘と呼ばれている。海岸線に

平行に数列の砂丘が走っているが，海岸に近いも

のは起伏が著しく，内陸側の後背湿地に向かって

しだいに低平になっている。特に砂丘の幅が広く

なっている加治川より阿賀野川にかけてはユO列の

砂丘列が並び，砂丘と低湿地が交替する景観がみ

られる5）。北蒲原砂丘と西蒲原砂丘を比べると西

蒲原砂丘の方が砂丘列の数は少ないが，起伏が大

きくなっている。

　新潟砂丘で栽培されている作物の種類は多様で

あるが，それらの多くは比較的限られた地域で小

規模に栽培されている。そうした申で，砂丘地の

主要な作物としてあげられるものはダイコン，ス

イカおよびタバコである。第1図は1985年の農業

センサスより新潟砂丘の砂丘地を含む旧町村別の

収穫（栽培）面積とそれに占める水稲，タバコ，

ダイコンおよびスイカの割合を示したものであ

る。旧町村の区画は，現行の行政区画よりは小さ

いとはいえ，必ずしも砂丘地のみからなっている

ものではなく，内陸側の水田地帯も含んでいるも

のが少なくない。そのため，砂丘地の農業の状況

を直接的に示してはいないが，概要を理解するに

は有効であろう。

　北蒲原砂丘は西蒲原砂丘に比べると概して水田

率が高いが，それを反映して北蒲原砂丘では収穫

面積に占める水稲の割合が高くなっている。特に，

砂丘の幅が狭くなっている旧乙村以北では水稲の

割合が80％を越えており，砂丘地農業の色彩は薄

い。旧築地村以南では水稲の割合が若干低下して

60％程度となる。この地域で栽培されている畑作

物としてはタバコが最も大きな割合を占めてい

る。
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新潟砂丘における旧町村別の収穫面

積と主要作物の割合（！985年）

　　　（1985年農業センサスより作成）

　西蒲原砂丘では水田率が旧坂井輸村を除いて

55％以下と低く，畑作の比重が大きくなっている。

旧赤塚村ではタバコが収穫面積の約20％にあたる

249ha栽培されているが，全体的には北蒲原砂丘

と対照的にダイコンとスイカが畑作物の主体と

なっている。また，西蒲原砂丘では旧坂井輪村を

除く地域で専業農家の割合が20％以上と高くなっ

ている。したがって，新潟砂丘の中でも砂丘地農

業が特徴的にみられるのは西蒲原砂丘であると考

えられる。その中でも海岸砂丘の特色をよく表し

ていると思われる旧内野町（現新潟市）の内野上

新町を取り上げ，以下で詳細に検討してみること

にしよう。

　内野上新町は新潟市の西郊に位置する海岸砂丘

上の農業集落である（第2図）。新潟市の西部で

は海岸砂丘に沿って市街地の拡大が著しく，新川

右岸は特に顕著である。内野上新町は市街化調整

区域となっているが，集落の南東には平和台団地，

中浜団地の住宅団地が建設されている。1990年の

農業センサスによると，総農家数49戸で，そのう

ち専業農家が25戸，第1種兼業農家が21戸である。

総耕地面積は！3五haで，その79％にあたる103ha

が畑であった。

皿　内野上新町の土地利用

　内野上新町の集落は海岸砂丘の間の低地に集塊

状になって立地している。集落とその北側の砂丘

との比高は約15mに達し，しかも砂丘の南側の斜

面はかなりの急傾斜をなしているため，集落は一

見砂に埋もれんばかりの観がある。しかしながら，

集落の南側および西側は1971年頃から北陸自動車

道の建設などのために砂を採取し，現在ではほぼ

平坦になっている。耕地が集落の周囲に広がって

おり，林地は集落の北側以外にはほとんど残存し

ていない。国道402号線の北側には国道に沿った

わずかな部分を除いて耕地はなく，幅約100mの

砂防林をはさんですぐに海に面している。集落の

南側の部分は砂を採取した後，基盤整備を行った

ため，農道が直交し，耕地は長方形の形状となっ

ている。集落の西側の部分も平坦地となっている
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が，基盤整備はなされておらず，耕地の形状は従

前のままである。集落の北側および東側は砂丘が

残存しており，起伏が著しい。農道が砂丘の尾根

や谷，あるいは斜面の中腹に枝分かれしたように

走り，不整形の耕地が分布している。ただし，耕

地は斜面方向に長くなっているものが多い。耕地

の周囲にはマッやマサキの防風垣が植栽されてい

たり，防風ネットが設置してある。また，耕地に

はスプリンクラーが設置されており，圃場の隅に

は地下水を揚水するポンプが設置されている。そ

の他，宅地の申には育苗用のビニルハウスが設置

されている。これは大型の鉄骨製のものが多かっ

た。なお，第3図中には現れないが，内野上新町

の農家は水田も所有しており，これは旧国道402

号線に沿った市街地の南東側に広がる広通江流域

の水田地帯に存在している。

　199ユ年7月2～5日に土地利用調査を実施した

結果，内野上新町の夏の土地利用で最も卓越して

いるものはスイカであった（第3図）。スイカの

栽培には，大きく分けてハウス栽培，トンネル栽

培および露地栽培の3つの形態があるが，その中

でも最も多いのは露地栽培である。トンネル栽培

には平坦な耕地を利用することが多く，集落の南

側の部分に多くみられる。調査時点では，トンネ

ル栽培のスイカは収穫が終わりに近づいた時期

で，一部の圃場では後片付けが始まっていた。ビ

ニルハウスは平坦地に限られ，集落南側の部分と

国道402号線に沿った圃場に設置されている。ビ

三ルハウスは多くの場合，幅4．5～5．5mの単棟パ

イプハウスが数棟～！0数棟隣接して設置されてい

る。ビニルハウスではスイカの収穫は完全に終了

しており，後片付けがなされていた。

　スイカについでは，メロンとタバコが多く栽培

されている。メロンはこの時期はトンネルで栽培

されており，スイカのトンネル栽培と同様に平坦

部が利用されていることが多い。メロンの品種は

ネット型メロンのローラン，アンデスが多く，プ

リンスメロンはほとんどみられなかった。タバコ

も散在的にみられた。これ以外の土地利用は極め

て少なく，カボチャやスイートコーンがそれぞれ

数カ所の圃場で栽培されている他は，自家消費用

の野菜が圃場の一部で栽培されているにすぎな

い。

　7月の調査時点では何も作付けされていない圃

場が少なからずみられた。こうした圃場にも多く

の場合秋にはダイコンが栽培される。筆者は1991

年9月14～ユ7日に現地を再訪して土地利用調査を

行い，ビニルハウスを除いてほとんどすべての圃

場に秋冬ダイコン（以下では，特に記さない限り

ダイコンは秋冬ダイコンを指すこととする）が作

付けされていたことを確認した。7月および9月

の両調査時点で作付けがみられなかったものは，

少なくとも1年間は作付けがなされていないとみ

なして，第3図では耕作放棄地6）とした。こうし

た耕作放棄地は基盤整備がなされていない集落の

西側と東側の部分に多くみられた。
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v　内野上新町の農家の農業経営

　M－1　内野上新町の野菜生産の展開

　現在，内野上新町で大規模に栽培されているス

イカとダイコンは必ずしも新しい作物ではなく，

ダイコンは明治時代から，スイカは昭和初期から

栽培されていたという。特に，ダイコンは漬物加

工用に肉質の硬い赤塚ダイコンが栽培されてい

た。しかしながら，これらの作物の栽培が盛んに

なるのは！960年代にスプリンクラーによる畑地潅

概が普及してからのことである。農業センサスに

よると，その後，スイカの収穫面積は1970年の

53haから1985年の99haに拡大し，1990年にはや

や減少して81haとなった。ダイコンも1970年の

38haから1985年の100haに増加し，これも1990年

に若干減少して90haとなっている。

　スイカの収穫面積は急速に増加したが，当初は

露地栽培のみであったので，7月中旬～8月上旬

に出荷が集申した。そこで，トンネル栽培やハウ

ス栽培を導入し，出荷を早期化するとともに，出

荷期間の長期化をはかる動きがみられる。すなわ

ち，ハウススイカの収穫期は5月末～6月上旬で

あり，トンネル栽培のものは6月中旬～7月上旬

となるので，これらの作型を露地栽培と組み合わ

せることにより，5月末～8月上旬の長期出荷が

可能となったのである。新潟砂丘でスイカのハウ

ス栽培が普及し始めたのは1970年代後半である

が，その面積が大きく拡大したのは1980年代後半

になってからである。

　スイカは気温の高低によって需要が大きく変動

することから投機性の高い作物であるといわれて

いる7）。そこで，新潟県の園芸試験場などでは農

業経営の安定や忌地性の回避のためにメロンやカ

ボチャ，スイートコーンを補完作物として取り入

れることを勧めている。そのため，1980年代後半

から内野上新町でもローラン，アンデスといった

ネット型メロンが栽培されるようになった。カボ

チャやスイートコーンは連作障害を防ぐ働きもあ

るが，実際にはあまり普及していない。

　一方，ダイコンは従来，白首ダイコンの大蔵が

主に栽培されていたが，1980年代初めにタキイ種

苗作出の青首ダイコンである耐病総太が導入さ

れ，現在では完全に青首ダイコンに移行している。

特に近年は，他の産地と同じように萎黄病の被害

が急速に進行し8），抵抗性の品種（YR）を採用

することによりこれに対処している。一般に，個々

の農家が複数の品種を採用している場合が多く，

199！年には快進総太，北海総太，さとみ，快進2

号，福味2号など極めて多様な品種が採用されて

いた。また，スイカの早期出荷が進んだために，

早い時期に圃場が空くようになり，結果的にダイ

コンの作期も前進するとともに出荷期間が長期化

する傾向にある。現在では，ダイコンは8月上旬

～下旬に播種され，9月下旬～11月中旬に収穫さ

れる。

　V－2　内野上新町の農家の農業経営

　ここでは，内野上新町の農家の農業経営につい

て考察してみたい。1992年6月30日～7月2日に

調査票を用いた面接調査を実施し，26戸の農家の

協力を得た。26戸の農家はすべてスイカおよびダ

イコンを栽培しており，作型の採用状況から判断

したスイカ栽培の集約度に応じて3つの類型に分

類した。この結果を示したものが第4図である。

　類型Iはスイカのハウス栽培を導入している農

家である。この類型は内野上新町の中では夏作の

集約化が進んでいるものと考えられるが，その中

にも，経営の中心をスイカ生産に置く農家と，メ

ロン生産に移行した農家がみられる。そこで，前

者をIa，後者をIbと分類した。

　類型工aには5戸の農家が含まれる。これらの

農家のビニルハウスの面積は25～40aである。ハ

ウススイカの後作には，3，4番の農家が抑制メ

ロン9）を栽培しており，他の農家はダイコンを栽

培する。ただし，5番の農家はビニルハウスには

秋冬ダイコンは作らず，春ダイコンの栽培に利用

している。また，トンネルで栽培するスイカの面

積は55～90aで，他の類型に比べると大きい。露

地スイカの作付けは100～200aと農家によってか

なり差異がみられる。しかしながら，3つの作型
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世帯員の就業状況 メロンの収穫面積秋冬ダイコンの収穫面積 水稲の そ
農 農 l　　　　l

l　l　l 後 簿…スイカの収穫鷲）履用ム0　1　2　3
収穫面積

の
家 家
類 番

　一経；父1母1営1妻　11主1

継 （ha）　　　　　　（ha） （ha）
他

者 の
型 号

ほ 0　　1　　0　　1　　2　　3　　4 O　　1　　2 作
1　　－　　ll　l　l

か 物

ユ l　o○ 295　　雪

2 一○10 ○○ 2／5

I　a 3 ○l　lOl○ ○ 45

4 ○；○；○10 401
5 ○1010；○ O ⑪

6 Hα○ 30鰯
I　b 7 ○l　iOl○ 425．

8 HOl○×× O
・榊＝・＝

V
9 HOl○○ 55 砕

10 OHO1○ 95

u Hα○○ 140　1

！2 101010 × 301

1 13 101010 15　1

！4 ○；○o○ 0　1

！5 10010 300．
16 l　lα○ ○ 21

17
l　l○；0　1

O
！8 ○l　lOl○ 501 v
19 一〇○ XX 50：

20 HOl○X 20　：

2ヱ l　lO；○X 24：
u
I

22
HOl0　1

△ O1 騨

23 l　lOi○ 6 ？

24 10△10 O
25 ○；○o○ 0 γ

26 HOlX 90 ⑪

世帯員の就業状況　　○自家農業のみに従事　　△貿家農業と兼業に従事

スイカの収穫面積麗八ウス鰯トンネル囲露地

メロンの収観積騒八ウス鰯トンネル
水稲の収穫面積團作業委託

その他の作物　　⑪春ダイコン　　砕カボチャ　　丁タバコ　　v軟弱野菜

第4図

×兼業のみに従事

新潟市内野上新町の農家の農業経営（！992年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（聞き取り調査より作成）

を合わせるとスイカ栽培の規模は概して大きいと

いえよう。ダイコン栽培の面積も農家によって差

異が大きい。水田も概して大きな面積を所有して

おり，しかも1～3番の農家は自ら耕作している。

家族労働力は充実しており，2～4番の農家は4

人が自家農業に従事している。夫婦2人で農業に

従事している1番の農家も義妹をほぼ年間を通じ

て雇用している。また，1～4番の農家は露地ス

イカの収穫作業のために高校生ユ0）を2～3人，

のべ40～60人を臨時に雇用している。その他，2

番の農家はスイカの定植や受粉，ダイコンの収穫

作業に近隣の団地の婦人を数人ずつ雇用してい

る。

　類型1bには3戸の農家が含まれる。夏作の申

心となっているメロンのトンネル栽培の面積は70

～80aと大きく，収穫時期の異なるアンデスと

ローランの2品種｝1）を組み合わせている。また，

ビニルハウスの規模はいずれも33aであり，スイ
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カを収穫した後に抑制メロンを栽培する。ただし，

ビニルハウスのメロン栽培への利用の度合いは農

家によって異なっている。例えば，8番の農家は

ユ作目としてビニルハウスの面積の4割をスイカ

栽培に，残りをメロン栽培に充て，これらを収穫

後，再びすべてのビニルハウスで抑制メロンを栽

培する。また，抑制メロンの後には3作目として

コマツナ，チンゲンサイなどの軟弱野菜も栽培し

ている。一方，7番の農家は抑制メロンを栽培す

るのはビニルハウスの面積の半分のみで，残りの

半分は1作のみである。スイカの栽培はいずれも

小規模であり，ハウススイカの他には30～40aを

トンネルや露地で栽培しているだけである。この

ように，夏作はハウス栽培やトンネル栽培といっ

た集約的な作型に集中しているために，6，7番

の農家のように比較的広い耕地を所有する農家

は，耕地の多くの部分をダイコンの栽培のみに用

いている。

　類型Iはスイカをトンネルおよび露地で栽培し

ている農家である。この類型には9戸の農家が分

類された。9番と17番の農家を除くと，スイカの

栽培面積は150～230a，ダイコンのそれは185～

250aで，農家間の経営規模の格差は小さい。なお，

9番の農家は畑！00aを借り入れて，規模拡大を

図っており，17番の農家は高齢者世帯である。さ

らに，スイカの栽培面積の小さい農家はメロンの

トンネル栽培を組み合わせていることが多く，さ

らに規模は平均化しているとみることができる。

ただし，メロンの栽培面積は20～35aで，類型I

bほどは大きくなく，品種もローランのみを栽培

していることが多い。また，スイカのトンネル栽

培の規模は20～50aで，類型Iaの農家に比べる

とやや小さくなっている。したがって，夏作の主

体は露地スイカであるといえる。家族労働力は，

農業に従事する世帯員が3人の農家が多く，これ

も類型五aに比べるとやや少ない。露地スイカの

収穫作業のために高校生を臨時に雇用している農

家が多い。

　類型㎜はスイカの栽培を露地のみで行っている

農家である。この類型には9戸の農家が分類され

た。スイカの栽培面積は類型nよりも小さい傾向

があり，農家間の格差も大きい。ダイコンの栽培

面積はスイカのそれよりも大きいが，全体的に類

型Iよりは小さく，これも農家間の格差が大きい。

メロン栽培を取り入れた農家は3戸あり，その品

種はアンデスが主体であった。18番の農家はビニ

ルハウスを利用しているが，抑制メロンは作らず，

軟弱野菜を栽培している。25番の農家は内野上新

町では唯一タバコを栽培しており，これが農業経

営の中心となっている。家族労働力は他の類型よ

り少なく，農業従事者が2名の農家が多い。しか

も，類型I，1には30～40歳代の経営主が多いの

に対して，類型㎜には50～60歳代の経営主も多い。

スイカを100a以上栽培している農家は収穫作業

のために高校生を臨時にのべ20～50人雇用してい

る。

V　むすび

　本稿では，新潟砂丘の申でも商業的な野菜生産

が典型的に展開していると考えられる新潟市内野

上新町において，その土地利用の状況と野菜生産

農家の農業経営について検討を試みた。

　内野上新町は日本海に面した海岸砂丘の間の低

地に立地した集落であり，集落の周囲に畑が広

がっている。夏の土地利用はスイカが極めて卓越

していた。これに若干のメロンやタバコが加わる

ものの，全体的には単一的な土地利用であるとい

える。夏には作付けがみられない圃場も少なから

ず存在したが，こうした圃場にも秋には青首ダイ

コンが栽培されている。したがって，秋には夏よ

りも一層単一的な土地利用状況が認められた。

　このような土地利用の単一的な特徴は，農家の

農業経営の類似性を反映したものである。すなわ

ち，内野上新町の農家はほとんどすべてがスイカ

と秋冬ダイコンを組み合わせた農業経営を行って

いるのである。しかしながら，夏作では，スイカ

の作型の組み合わせ方やメロンの導入状況によっ

て集約化の程度が異なっている。そこで，夏作の

集約度と経営の中心がスイカであるかメロンであ

るかによって農家を4つの類型に分類した。最も
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集約化の進んだものは，スイカのハウス栽培を導

入している類型I（a，b）であるといえる。そ

の申でも，類型I　aはスイカの3つの作型を組み

合わせて出荷の長期化を実現しており，類型Ib

は夏作の中心をメロン栽培に移行させ，より施設

型の経営を指向しているという特徴があった。類

型Iの農家はスイカのトンネル栽培を取り入れて

いる。しかしながら，夏作の中心はあくまでも露

地スイカであり，土地利用型の経営を指向してい

る類型といえよう。全体的に，経営規模が大きく，

家族労働力が充実している農家で集約化が進行し

ている傾向がみられた。他方，従来通り夏作は露

地スイカのみを栽培する類型皿には経営規模が小

さく，家族労働力が少なく，しかも高齢化してい

るような農家が比較的多かった。しかしながら，

類型にかかわりなく，露地スイカの収穫作業に高

校生を臨時に雇用しているなど，雇用労働力に大

きく依存している点にも著しい特徴をみることが

できた。

　現地調査および資料収集に際して，新潟市農林水産部農林課，新潟県農林水産部蚕糸園芸課，新潟県園

芸試験場，新潟県新潟農業改良普及所，北陸農政局新潟統計情報事務所，内野町農業協同組合，ならびに

新潟市内野上新町の農家の方々にお世話になった。また，本稿作成にあたっては，奥野隆史教授，斎藤

功教授をはじめとする筑波大学地球科学系の先生方のご指導を賜った。以上記して深く感謝いたします。
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